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「ＰＴＣＡとはＰＴＡとＣ（コミュニティ）が参加し学校、家庭、地域が連携して行う活動のことです。」 

祝 優良ＰＴＡ文部科学大臣表彰受賞 
  

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

田布施町長報告会 （平成２２年１２月３日） 

左から西本ＰＴＣＡ会長、長信町長、田原ＰＴＡ会長、尾﨑教育長、有田校長 

 

本校はこの度、永年のＰＴＡ活動が認められ栄えある「文部科学大臣表彰」を受賞致しました。これも皆様の

多大なるご支援、ご協力のお陰だと感謝しております。これからもよろしくご指導お願い申し上げます。受賞し

たのは全国の小、中、特別支援学校１２８団体で山口県では本校と下松市花岡小学校育友会が受賞しました。

表彰式は平成22年11月26日13:30より東京のホテルニューオオタニ 鶴・酉の間で行われ、代表で田原 章

ＰＴＡ会長が受け取りました。多くの来賓が参加され佐々木文部副大臣の祝辞や受賞者代表で愛媛県のＰＴ

Ａ会長のお礼の挨拶がありました。この中で「やってみせ、言って聞かせて、させてみて、ほめてやらねば、人

は動かじ」の言葉が心に残りました。似た言葉に「話し合い、耳を傾け、承認し、任せてやらねば、人は育た

ず」まさにＰＴＣＡ「共育」にふさわしい言葉だと思います。学校、家庭、地域で連携して立派な子どもたちを育

てましょう。 

12月3日には田布施町長に受賞を報告に行きました。町長は「長年の活動が認められ、おめでとう。引き続

き子どもたちのために頑張って下さい」とねぎらいを頂きました。田原ＰＴＡ会長は「諸先輩方の努力のおかげ。

地域みんなで頂いた賞です」と喜んでいました。 

受賞内容（実績を挙げている活動） 

・地域の教育団体や組織と連携して登下校の安全や地域ぐるみの健全育成活動への取組。 

・地域連携型のＰＴＣＡ活動に積極的に協力し放課後子ども教室の運営に協力。 

・公民館や地域の環境保全団体や伝統文化保存会との連携による活動を実施。 

・おやじの会との連携による学校施設修繕や環境美化活動への取組。              裏へ 



 

 

東田布施小学校ＰＴＡ活動及びＰＴＣＡ活動の主な内容 

 
平成１４年～ 
おやじの会（ヤローズ）を立ち上げ学校設備の修繕や垣根の植え付け、太陽光発電装置の

取り付け、相撲大会、ペットボトルロケット、エネルギー教室、そうめん流しなど行いま

した。 
平成１７年～ 
ＰＴＣＡプロジェクトを立ち上げ学校、家庭、地域と連携して子どもを育成（共育）する

取り組みをしてきました。 
放課後課外授業 
・囲碁、グランドゴルフ、手品、昔遊びなど 
休日課外授業 
・田植え、稲刈り、そうめん流し、ペットボトルロケット 
・田んぼの生き物調査、川の生き物調査、ビオトープ作りなど（大波野環境保全隊） 
総合学習、社会の授業 
・英語の紙芝居、エネルギー教室、ぞうきん作り 
・大波野神舞体験教室及び伝統文化授業（大波野神舞保存会） 

平成１８年から２０年 
エネルギー環境教育実践校に選ばれ自然エネルギーを利用してホタルを飼育する取り組み

やエネルギー教室や、子どもたちに地球温暖化防止に取り組む「省エネ環境隊」を発足し

ました。 
平成１９年～ 
「省エネ環境隊」発足。毎日昼休みに電気の消し忘れ、水道の漏れの見回り、うちわの製

作、緑のカーテンなど行い、平成２０年には「ストップ温暖化大作戦」トメリンピック全

国大会に山口県代表で出場しました。 
平成１９年～ 
ＰＴＡでは登下校の安全を図るため「東小スクールガード」を行い子どもたちを地区ごと

に登下校時に見守ります。 
平成１８年～ 
公民館活動に参加し、子ども料理教室、しめ縄作り、コスモス祭りでは児童がかかしを作

り祭りに色をそえました。 
その他 
ＰＴＡでは夏休みに学校美化活動を行い草刈り、剪定、遊具のペンキ塗を行い、３月には

６年生お別れ遠足を行ってきました。 
 

 

「みなさんのご参加お願いします」！ 
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祝 東田布施小 創立１２５周年 
  

タイムカプセルお披露目式 
１月３０日（日）に２５年前に埋めたタイムカプセル

のお披露目式がありました。なお、昨年１２月４日にお

やじの会（ヤローズ）やＰＴＡの方々により、「金声健

児」の石碑の裏から事前に掘り出しが行われました。９

０㎝の立方体のコンクリートの中に６０㎝の立方体の

プラスティック製の容器のタイムカプセルが納められ

ていました。 

 式典当日、袋から中身を取り出すと沢山の思い出が入

っていました。作文、習字、写真、１００周年記念品、

新聞、現金（旧札）などがありました。２５年前に埋め

た当時の在校生と先生が対面し、会場では歓声が出たり

とても和やかな感じでした。その中には、一目見ようと

遠くは東京から帰って来た卒業生（長合さん）もいまし

た。 

 式典ではくす玉割り、山城太鼓の演奏、当時の 

西本元校長先生、吉見ＰＴＡ元会長の挨拶もありました。

２５年ぶりの再会はとても懐かしくまた２５年後に対

面したいですね。 

 

 

 

                 

                                    

 

 

 

 

 

 

〈↓裏面に続く・・・創立１２５周年式典〉 



 

創立１２５周年記念式典 

２月１２日（土）に待ちに待った１２５周年記念

式典がありました。創立１２５周年と新体育館、

新校舎の新築祝いも兼ねてのお祝いとなりました。 

式典では地域に伝わる山口県無形文化財の「大波

野神舞」が舞われました。お祝いの鯛釣りの舞と

言われる「恵比寿舞」＜えびすまい＞で普通１人

が舞いますが今回特別に２人で舞い 後に「祝創

立１２５周年」を釣り上げました。 

２５年前に書いた卒業生の作文（河野さん、山本

さん）の披露や、シンガーソングライター「もり 

いさむ」さんの「人間みんなちがって、みんない

いと感じられる世界を～」の公演がありました。

先生方や児童代表が前に出たり、踊ったり、歌っ

たり思い出に残るコンサートでした。 

後に、代表４人（６年生河野君、新井先生、常

森ＰＴＡ副会長、河内連合自治会長）が２５年後

の自分に思いを書いた「未来ゆうびん」をタイム

カプセル入れました。 

タイムカプセルは２５年後の創立１５０周年時

に開封されます。皆さん再会を楽しみにしていま

す。 

当日はとても寒くあっという間に外は雪景色

となりました。寒かったことも思い出に残ること

でしょう。会場では天井に沢山の連凧が飾ってあ

りました。これは田原ＰＴＡ会長が全て夜なべを

して作った物です。準備、後始末などＰＴＡ役員

さん、教職員の皆さんお疲れ様でした。 
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２５年後の君たちへタイムスリップ 
タイムカプセル埋め込み 
２月１２日（土）に行われた創立１２５周年式典で、タイムカプセルに入れる「未来ゆうびん」、各

学年の作文、 新新聞などをタイムカプセルに入れて埋め込む作業を行いました。埋め込みを行った

のはおやじの会（ヤローズ）とＰＴＡ役員の皆さんです。用意され

た宝物をプラスティック製（６０ｃｍ立方体）の容器に入れてコン

クリート製容器（９０ｃｍ立方体）の中に入れました。その後、重

いコンクリート製の蓋（２００ｋｇ）を６人で担ぎ上げ蓋をしまし

た。蓋の上には今回製作した「未来ゆうびん」の石碑をモルタルで

固めました。２５年後にこれを開けて楽しんでもらったら幸せです。 

 

伝統文化の学習 

２月２２日（金）、３年生の社会科の授業で日本の伝統文化を学習し

ました。大波野神舞は２５０年位前から伝わるもので、保存会の皆さ

んが講師として指導してくださいました。授業では紹介ビデオ、紙芝

居、舞の説明があり、本物の面をかぶったり、太鼓、笛などを演奏す

る体験をしました。中では神舞を舞っている児童２人も加わり紹介が

ありましまた。後継者を募集しており希望者はぜひ入ってほしいと言

われていました。 

英語の紙芝居 

３月２２日（火）、３年生を対象に英語の紙芝居が行われました。講

師は柳井市の村岡悦子さんでアメリカ留学、世界１５カ国を旅行され

ています。今回は「はらぺこおおかみとぶたのまち」の紙芝居でした。

楽しく英語を学んで英語を好きになるきっかけになればよいですね。 

 

〈↓裏面に続く・・・省エネ環境隊〉 



 

東田布施小省エネ環境隊からのご案内 

チャレンジ２５キャンペーン事務局より 2010 年度「チャレンジ２５キャンペーン活動報告調査」のお

願いがきました。「年間活動調査」「普及啓発ツール調査」で団体チャレンジャーに年間活動(CO2 削減行動、

ロゴ使用実績など)を報告するものです。アンケート方式ですでに報告いたしました。 
（チャレンジ２５キャンペーン登録番号）：UJL78175374 

 登録企業・団体名：東田布施小学校 省エネ環境隊 
 
東小省エネ環境隊の今年度の活動、普及啓発は 
・ 昼休みの省エネパトロール（電気の消し忘れチェック、水のもれチェック、など） 
・ 給食中にレッツ・エコの唄を流す 
・ 緑のカーテンの実施（ゴーヤ、ナタマメ、アサガオ、ヘチマなど） 

・ ＰＴＣＡ新聞などでの実施内容の掲載、普及啓発を実施 

・ ポスターなどでの普及啓発を実施 

 
今年は新しく 
「スマートムーブ」・・・地球にやさしい移動にチャレンジ 
「朝 チャレ！」・・・ 朝から、気持よくはじめる、エコ。 
            夜にはゆっくり休んで、エコ 
が追加されました。皆さんも 「レッツ・エコ」に取り組んで下さい。 
                くわしくは  http://www.challenge25.go.jp へ 
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ホタル観察会 
６月４月、東小ＰＴＣＡと大波野環境保全隊、水土里ネット協賛で大波野ホタル

観察会が開催されました。児童３５人、保護者、他６０人集まりました。ビオトープ

観察と、５年生代表のホタルの飼育観察の発表や、暗くなった川べりのホタルを

観察に行きました。また、保全隊によるクイズや影絵もとてもきれいでした。学校で

はオスとメスを数匹捕ってタマゴを孵し幼虫を飼育して１１月にはホタル観察会が

あった小川とビオトープに放流します。 

川の掃除と川の生き物観察 
６月６日、５年生と新井先生が大波野の灸川（やいと）のゴミ拾いと川の生き物

観察を行いました。環境を大切にする事は素晴らしいことです。一度、環境が破

壊されると取り戻すのに何年も掛かります。大事にしましょう。 

田んぼの生き物調査、田植え体験教室 
 ６月１２日、田んぼの生き物調査と田植え体験教室がありました。１年生から

５年生まで１８人、保護者他合わせて３３人集まりました。雨の中児童たちは田

んぼに入って色々な生き物を見つけました。しかし、春先の小雨や、気温の

低さなどのせいか、昨年より数が少なかったですね。田植えは、手植えと、機

械植えをしました。お米を作る苦労と大切さを学びました。 

ウサギ小屋・緑のカーテン 
 ５月２２日、４年生で作る緑のカーテンの骨組をウサギ小屋に作りました。作

ったのは「おやじの会ヤローズ」と先生方です。これにゴーヤの苗を植えて緑

のカーテンにします。ウサギさん達が涼しくなればいいですね。 

ＰＴＣＡプロジェクト会議 
 ５月２２日、ＰＴＣＡプロジェクト会議がありました。参加者はＰＴＣＡ講師、社

会教育課、ＰＴＡ役員、教職員、大波野神舞保存会、大波野環境保全隊の皆

さんです。昨年の反省点、改善提案、今年の行事予定など話し合われまし

た。 

ＰＴＣＡのホームページが出来ました 
東田布施小学校ＰＴＣＡのホームページが出来ました。 

アドレスは http://www.geocities.jp/nisyiee/ です 

または、「東田布施小学校ＰＴＣＡ」 検索 

「田布施 ＰＴＣＡ」 検索でも見れます 

ＰＴＣＡ開始から現代までの記録が載せています。１２５周年関係も載っていますのでぜひご覧下さい。 

田布施町ホームページ→東田布施小学校ホームページからもリンクされています。 
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築山遊具修理 
8 月 28 日にＰＴＡ美化活動が行われました。以

前から築山の周りが崩れかかっていましたが、

この度、古タイヤ１２０本を積み重ねきれいに

仕上がりました。「おやじパワー炸裂」お父さん

方お疲れ様でした。 
 
学校ビオトープコンクール応募 
学校と大波野環境保全隊で作ったビオトープを

今年度、学校ビオトープコンクールに応募致し

ました。9 月 26 日に審査員の(財)日本生態系協会／主任研究員／

中安直子さんが調査に来られました。感想はわき水を利用してい

るのと絶滅危惧種のいもりがいるのが素晴らしいと仰いました。

結果は 12 月に発表です。楽しみですね。 
 
川の生き物調査と稲刈り体験教室 
10 月 10 日に大波野環境保全隊と一緒

に川の生き物調査と稲刈り体験教室が

行われました。参加者は子ども 11 人、

大人 12 人でした。川ではエビ、ドンコ、

カマツカ、オイカワ、カワムツ、フナ

を見つけ巨大なコイも捕まえました。 
稲刈りでは手刈りを体験し、迷路も作りました。自然環境と食の大切さを学びました。 
 
ホタルの幼虫放流と柿もぎ 
10 月 20 日に 5 年生が飼育したホタル

の幼虫をビオトープ近くの川に放流し

ました。来年たくさんのホタルが飛ぶ

と良いですね。その後、大波野のお寺

近くの畑に沢山実った柿をもぎに行き

ました。今年は豊作で沢山取れました。 
 

東田布施小学校ＰＴＣＡのホームページでも見れます。 

アドレスは http://www.geocities.jp/nisyiee/ です 
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ペットボトルロケット体験 
１月 8 日(日)に学校でどんど焼きがありました。ここで、昔のあそ

びとしてヤローズの協力でペットボトルロケットの打ち上げを行い

ました。中には自作した児童もいて、うまく飛んだり、木に引掛か

ったり楽しく過ごしました。 
学校ビオトープコンクール奨励賞を受賞 
２月１２日（日曜日）に東京千駄ヶ谷の津田ホールにて全国学校・園庭

ビオトープコンクール２０１１発表会及び表彰式が行われました。２年

に一度行われるこのコンクールに全国１４２校（幼稚園から大学まで）

が応募し、東田布施小学校は「奨励賞」を頂きました。開会式では秋篠

宮殿下と紀子さまがご臨席され、秋篠宮殿下は「ビオトープで生き物と

ふれあうことは感性をつくり人と自然の持続可能な社会を守り育むこ

とが出来る」とおことばを述 
べられました。これを機会にもっと環境を大事にしたいですね。 
ビオトープコンクール表彰報告会  
２月２１日（火）に田布施町長室に表彰報告に行きました。報告会

では長信町長、尾崎教育長、河村校長、田原ＰＴＡ会長、西本ＰＴ

ＣＡ会長が出席し、長信町長は素晴らしい事、田布施は自然豊かだ

が段々ふれあう機会が少なくなっているもっと触れることが大事だ、

これからも色々な活動をしてほしいと述べられました。 
伝統文化の学習 

２月１５日（水）、３年生の社会科の授業で日本の伝統文化を学習し

ました。大波野神舞は２５０年位前から伝わるもので、保存会の皆

さんが講師として指導してくださいました。授業では紹介ビデオ、

紙芝居、舞の説明があり、本物の面をかぶったり、太鼓、笛などを

演奏する体験をしました。 

英語の紙芝居 

３月２１日（水）３年生を対象に英語の紙芝居が行われます。講師は柳井市の村岡悦子さんでアメリ

カ留学、世界１５カ国を旅行されています。楽しく英語を学んで英語を好きになるきっかけになれば

よいですね。 

 

 

裏へ 



 

こどもホタレンジャー奨励賞を受賞 
 この度、「こどもホタレンジャー」の活動が評価され、奨励賞（上位３番目）

を受賞しました。３月２６日（月）に５年生代表 3 人が東京霞ヶ関の環境省で

活動発表会をします。ホタレンジャーは平成２１年に結成され東小学校と大波

野環境保全隊が協力しあい、５年生を中心に活動しています。今年は先生方の

見事な活動報告書で栄冠に輝きました。 

＜ホタレンジャーとは＞ 

暗闇の中を飛び交うホタルの光は、古くから日本の原風景として大切にされてきました。こうした風

景が多くの地域で失われてきた一方で、失われたホタルを呼び戻そうとする活動や残されたホタルを

守ろうとする活動も広がってきています。 

 日本で多くみられるゲンジボタルやヘイケボタルは、一生のほとんどを水辺で過ごす生き物です。

こうした活動は、豊かな水環境を守り、次世代に残していくための活動にほかなりません。これらの

活動を通じて、特に次世代を担う子どもたちが、川や湖の生きものに触れ、これを自らの手で守るこ

とのよろこびを感じ取ってくれることが望まれます。 

 こうした、ホタルを守るこどもたちの活動を「こどもホタレンジャー」と名付けました。これは、

ホタルを守る人という意味で、「ホタル」と「レンジャー」をつなげたものです（レンジャー（ranger）

とは、パークレンジャーという言葉があるように、森林や自然公園を警備したり、保護したりする人

という意味があります）。 

学校チャレンジャーに登録 

３月２日東小省エネ環境隊が登録しているチャレンジ２５キャンペーンの中にある「学校チャレンジ

ャー」にこの度登録しました。登録すると「学校チャレンジャー宣言証とチャレンジカード」が送ら

れてきます。この、チャレンジカードを全校生徒に配りました。 

このカードを利用して省エネ環境にチャレンジしてください。 

＜省エネ環境隊とは＞ 

平成１９年に発足し、「もったいない」を合い言葉に出来る限りのことをみんなで行い学校、家庭、地

域で省エネや環境向上を図ります。隊長は校長先生で全校児童、先生が隊員で６年生は「パトロール

隊」として昼休みに校内をパトロールします。 

＜チャレンジ２５とは＞ 

CO2 削減に向けた具体的な行動を提案し、その実践を広く国民の皆様によびかける国民運動です。２

５のアクションと６つのチャレンジがあります。 

 

 
 
 
 
 

 

 

東田布施小学校ＰＴＣＡのホームページでも見れます。 

アドレスは http://www.geocities.jp/nisyiee/ です 
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こどもホタレンジャー奨励賞を受賞 

３月２６日（月）に全国３位である「奨励賞」を受賞致しました。表

彰式は東京の環境省第１会議室（中央合同庁舎 5 号館 22Ｆ）にて行

われ、東田布施小学校５年生代表３人（熊野君、河村さん、丸川さん）

が出席しました。表彰式の後は活動報告会があり８団体が５分間のプ

レゼンテーションを行い５年生代表が見事な発表を行いました。 
 ＜細野環境大臣と記念撮影＞ 

ホタレンジャー表彰町長報告会 

３月２９日に田布施町長室へ表彰報告に行きました。報告会では長信

町長、河村校長、田原ＰＴＡ会長、新井先生、西本ＰＴＣＡ会長、5
年代表 3 人が出席し、町長室でプレゼンを発表しました。長信町長は

度重なる東小の活躍を喜ばれていました。 
ＰＴＣＡ放課後教室 
６月から２月まで（８月を除く）週１回（水）放課後教室をします。グランドゴルフ（藤本様）、手品

（水田様）、囲碁（畠中様）、今年は習字（伊藤様）も増えました。お忙しい中ご協力頂いてありがと

うございます。児童の居場所作りや地域の方との繋がりが大事ですね。 
ホタル観察会 
６月２月（土）に東小ＰＴＣＡと大波野環境保全隊、水土里ネット協賛で大波野

ホタル観察会が開催されました。児童４５人、保護者他会わせて８０人集まりま

した。ビオトープ観察、ホタルの飼育観察の発表、川べりのホタルを観察に行き

ました。５年生２５人の発表は素晴らしかったですね。１１月にはホタル観察会

があった小川とビオトープに幼虫を放流します。 

田んぼの生き物調査、田植え体験教室 
６月１０日（日）に田んぼの生き物調査と田植え体験教室がありました。 

１年生から６年生まで１７人、保護者他合わせて３３人集まりました。晴天の

中児童たちは田んぼに入って色々な生き物を見つけました。田植えは、手

植えと、機械植えをしました。おむすびも美味しかったですね。 

日韓海峡沿岸県市道交流知事会議東田布施小が山口県代表に 

日韓海峡沿岸県市道交流知事会議は対馬海峡周辺の県市道が毎年交流をする行事です。 

今年は環境がテーマで東田布施小学校が山口県代表に選ばれました。７月３１日、8 月１，２日に 

６年代表８人が福岡でホタルの発表をしたり、各県をまわり韓国との交流をします。凄いですね。 
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稲刈り体験と川の生き物調査 

10 月 8 日（体育の日）に大波野環境保全隊と小学校児童希望者で

稲刈り体験教室と川の生き物調査を行いました。参加人数は３５人

でした。川の生き物調査では灸川（やいとがわ）に入り水辺の草む

らなどに網を入れて生き物を捕りました。ハヤ、ドンコ、カマツカ、

フナ、モエビ、ミズカマキリ、シジミなど沢山取れました。中でも

教頭先生が捕まえた４０センチ級の鯉がすごかったですね。稲刈り

は春に植えた稲をみんなで刈り取りました。手刈りでは鎌を使って

上手に刈れました。又、コンバインを使っての刈り取りも体験しま

した。作物作りの大切さ、大変さを学びました。おむすびも美味し

かったですね。 

コスモスまつりで手品を披露 
10 月 14 日（日）ＰＴＣＡ放課後教室の水田さんのご指導により

コスモスまつりで児童が手品を披露しました。夏の祇園祭でも披露

しました。上手に出来ると沢山の拍手が出ました。学校内だけでな

く地域のみなさんにも素晴らしい上達ぶりを見せてくれました。ま

た、5 年生が作ったかかしも披露され、地域行事の参加も増えてき

ましたね。 
ホタルの幼虫の放流 

10 月 16 日（火）に五年生たちが飼育したホタルの幼虫 1000 匹を

放流しました。今年はカワニナに替わる餌を研究し、メダカの餌で

飼育出来たそうです。色んな餌を試してみるといいですね。来年の

春また、沢山のホタルが舞うといいですね。 

地域協育ネット合同研修会 
10 月 20 日（土）山口県セミナーパークで「地域協育ネット」学

校関係者と地域関係者の合同研修会があり、放課後課外講師の藤本

さんとＰＴＣＡ会長の西本さんが参加されました。この目的は学校

関係者と地域関係者が一堂に会し、学校、家庭、地域の連携の意義

について理解を深めるとともに、実践事例の紹介や協議等を通じて

「地域協育ネット」の一層の推進を図るものです。学校運営協議会、

公民館、学校支援の部会に分かれワールド・カフェ方式で協議しま

した。田布施町では東小ＰＴＣＡと麻里布小が地域協育の取組みが

進んでいますが、町内各地域、小学校の連携をはかる町全体のコー

ディネータが望まれます。 
 



手品の披露 

豆まき 

かかし 

書道教室 
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公民館まつりに参加 

１１月１８日（日）に東田布施公民館まつりが開催されました。 

ＰＴＣＡ放課後教室の水田さんのご指導により児童が手品を披露 
し、上手に出来ると会場から拍手が起きました。 
また、子どもたちの芋の販売も好評でした。すごいですね。 

今年度のＰＴＣＡの取り組みの紹介 
今年度は公民館の方や地域の方々の協力により沢山の取り組みが 
されました。田布施町も「地域協育ネット」を立ち上げ、学校、 
家庭、地域の連携をより一層発展させます。 
これからもご協力お願いします。 
・ 校庭に「こいのぼり」を泳がせました。 
・ コスモスの育苗８０００本を育苗しました。（3 年生） 
・ コスモスまつりのかかしを作りました。（5 年生：８体） 
・ コスモス広場で芋の植え付けをしました。 
・ 七夕、節分の豆まき、タケノコ掘りをしました。 
・ 地域ふれあいの会、子ども料理教室をしました。 
地域のみなさんありがとうございました。 
 
書道教室 
今年から始まった書道教室をご紹介します。（放課後教室） 
講師は伊藤さんです。ていねいなご指導ありがとうございました。 
大波野神舞学習会 
２月１９日（火）３年生が大波野神舞学習会を行いました。神舞は 
２００年以上前から大波野地区に伝わる伝統芸能です。県指定にも 
なっている伝統文化を大切に伝える事を学びました。 
英語の紙芝居 

３月２１日（木）４年生を対象に英語の紙芝居が行われました。講師は柳井市の村岡悦子さんでアメ

リカ留学、世界１７カ国を旅行されています。楽しく英語を学んで英語を好きになるきっかけになれ

ばよいですね。 

放課後課外授業に手仕事がはじまります 

来年度の放課後課外授業で「手芸」が始まります。講師は大波野の内田恵美子さんで大学の家庭科の

先生をされていました。ぜひ、ご参加ください。 

 

裏面もあります 

 



東田布施小省エネ環境隊からのお知らせ 

2013.3 

東田布施小学校では２００７年より環境教育の一環として「東田布施小学校省エネ環境隊」を立ち上げ

ています。地球温暖化防止、CO2 削減、環境学習を目的として、環境省の「チャレンジ２５キャンペーン」

に登録されています。学校、家庭で子どもたちと一緒に省エネ活動にチャレンジしてください。  くわし

くは  http://www.challenge25.go.jp へ 

 

（チャレンジ２５キャンペーン登録番号）：UJL78175374 

 登録企業・団体名：東田布施小学校 省エネ環境隊 

 

東小省エネ環境隊の今年度の活動、普及啓発は 

・ 省エネ環境隊の活動（６年：総合的な学習等） 

・ 給食中にレッツ・エコの唄を流す 

・ 緑のカーテンの実施（ゴーヤ、アサガオ、ヘチマなど） 

・ ＰＴＣＡ新聞などでの実施内容の掲載、普及啓発を実施 

 
つぎの言葉の意味分かるかな、マークはどれかな、当てておぼえてね！ 

「スマートムーブ」・・・地球にやさしい移動にチャレンジ。 

「朝 チャレ！」・・・朝から、気持よくはじめる、エコ。 

「スーパークールビズ」・・・室温 28℃や軽装といったクールビズの取組をさらに徹底し、一人一台のエ

アコンの使用をやめ、涼しい場所をみんなでシェアする。 

「ウオームビズ」・・・"寒いときは着る "過度に暖房に頼らない"という原点に戻り、暖房時の室温を 20℃

にする。 

「しんちきゅうさん」・・・省エネ製品の買い換え推進 

「あかり未来計画」・・・照明を LED に買い換え推進と、自然採光、部分照明等の推進 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 


